



















地域政策研究センターは 2012 年度からこの政策と関わっており、本年度は第 5 分科会（「地
域包括ケア」を支える医商工連携）と第 3 分科会（地域内経済循環と 6 次産業化）に協力
している。第 5 分科会は計 5 回、第 3 分科会は計７回の会合を行った。2017 年 3 月 16 日
に今年度の全体会報告会が行われた。また、この活動は、2016 年 11 月 27 日の地域活性







 ３月 6 日には、北陸先端科学技術大学院大学の敷田麻美教授と連携する形で共同シンポ
ジウム「グローバル化に対峙する生物文化多様性－地域の自然・文化・経済から－」を開
催した。キューバから来日された Peres Leon Victor Erenesto 教授、本センターのアドバ
イザーに新たに就任された佐々木雅幸同志社大学教授、生物学の権威、湯本貴和京都大学
教授と、当センターからは佐無田が報告し、自然・文化・経済の「多様性」から地域の発
展を考える討議がなされた（参加者 45 名）。 
 また、今年度新規メンバーとなった丸谷助教が、2016 年 11 月 30 日の第 3 回公開研究
会で「地域資源としての伝統工芸とその活用」と題する報告を行った。 
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